
８
月
西
福
寺
で
開
か
れ
た
塩
尻
文
芸
の
会
主
催

「
戦
後
八
十
年
平
和
祈
念
文
芸
展
」
を
鑑
賞
し
た
。

会
の
発
足
は
昭
和
46
年
11
月
、
短
歌
や
俳
句
な

ど
の
愛
好
家
が
文
学
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
80
年
の
本
年
、
文
学
を
通
じ
た
平
和
へ
の

願
い
を
表
す
文
芸
展
を
企
画
。
展
示
に
賛
同
さ
れ

た
方
は
約
１
０
０
人
、
２
０
０
点
が
並
ん
だ
。
そ

の
中
で
広
丘
に
関
わ
る
方
の
作
品
を
紹
介
し
た
い
。

◯�

塩
尻
文
芸
の
会

会
長
を
務
め
た
保
科
郁
夫
さ
ん
（
故
人
）

「
い
く
さ
敗
れ
還
り
来
に
け
る
ふ
る
里
は

�

柿
赤
か
り
き
ち
ち
は
は
の
村
」

終
戦
後
、
帰
郷
で
き
た
心
境
を
詠
ん
だ
。

◯�

広
丘
短
歌
会
　
会
員
の
作
品

「
戦
時
中
防
空
頭
巾
掛
け
カ
バ
ン

�

教
科
書
も
な
し
日
の
丸
弁
当
」

「
終
戦
は
小
学
五
年
の
夏
で
し
た

�

平
和
に
生
き
て
八
〇
年
す
ぎ
」

◯�

自
分
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
ど
う
感
じ
る

か
の
「
妄
想
短
歌
」
の
授
業
を
体
験
し
た
広
陵

中
学
校
生
徒
の
作
品

「
い
か
な
い
で
手
を
の
ば
し
て
も
届
か
な
い

�

涙
で
か
す
む
あ
な
た
の
背
中
」

「
薄
れ
ゆ
く
も
の
で
は
な
く
て
深
め
ゆ
く

�

記
憶
で
あ
れ
と
夏
風
に
願
う
」

文
芸
の
会
で
は
、
平
和
を
言
葉
で
広
め
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
が
、
一
人
が
二
人
に
二
人
が
三
人

に
と
大
き
な
渦
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
三
澤　
深
）

平
和
と
い
う
重
い
言
葉

甘く色づく、

広丘の秋

郷原区でさまざまな種類のブドウを栽培する
塩原岬さん

公 民 館 報

短 歌 の ふ る さ と

https://fb.me/hirookakouminkan

広丘公民館の最新情報は
Facebook ページをご覧ください。

https://fb.me/hirooka4bunkan

広丘４分館
Facebook ページ

v o l .
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－広丘の昆虫と植物－
その３　外来種

外来種については関心のある方も多いと思いま
す。毎年のように発生しているアメリカシロヒト
リやどこにでも普通に見られるシロツメクサなど
はその代表的例です。2000種を超える日本の外
来種、そのうち何種が塩尻市で、広丘で、見つか
っているのか、確たるリストはありませんが、確
実に増えていることは確かです。今回紹介の10

種はその中のごく一部です。
タカサゴユリは見た目の美しさから庭に咲いて

いるのをよく目にします。ナガミヒナゲシも路傍
や空き地で駆除されずに咲いています。ウズラバ
タンポポは葉に特徴があり、グランドカバーとし
て植えられていたりしています。オオカワヂシャ
は奈良井川で、コシカギクはカモミールと間違わ
れて駆除を免れているようです。
昆虫は偶然目にすることが多いのですが、いず

れも広丘地区内で確認された個体になります。

ヨコヅナサシガメアルファルファタコゾウムシシンジュキノカワガキマダラカメムシマツヘリカメムシ

ナガミヒナゲシタカザゴユリオオカワヂシャウズラバタンポポコシカギク

短歌のふるさと・広丘で、大きな功績を残した歌人がまたひとり旅立たれました。川上みよ子さん（100歳・
原新田区）。川上さんに多大な影響を受けた一人、塩尻短歌館指導員の藤森円さんに、川上さんの在りし日
のお姿をしのび、思いを寄せていただきました。

広 丘　 　特別版〈前編〉

天
国
の
川
上
み
よ
子
さ
ん
へ

　

川
上
み
よ
子
さ
ん
、
今
ま
で

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
が
こ
の
「
短
歌
の

ふ
る
さ
と
」
で
短
歌
を
作
り
続

け
て
い
る
の
は
、
み
よ
子
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。

川
上
さ
ん
の
略
歴

大
正
14
年　

�

伊
那
市
に
生
ま
れ

る

昭
和
15
年　

�

長
野
師
範
学
校
女

子
部
に
入
学
。
島

木
赤
彦
の
四
男
・

久
保
田
夏
樹
氏
の

指
導
に
よ
り
短
歌

を
始
め
る

昭
和
51
年　

�

原
新
田
短
歌
会
設

立
。
そ
の
後
入
会

し
、
代
表
を
務
め
、

後
年
は
短
歌
指
導

を
行
う

昭
和
53
年　

�

短
歌
結
社
「
醍

醐
」
に
入
社
。
後

年
は
編
集
委
員
選

歌
担
当

平
成
17
年　

�

歌
集
『
野
の
か
を

り
』
発
行

華
々
し
い
受
賞
歴

昭
和
63
年　

�

歌
会
始
佳
作

�「
幾
人
の
手
を
借
り
て
乗
り
し

ジ
ェ
ッ
ト
機
か

車
椅
子
の
吾
い
ま
空
を
翔
ぶ
」

平
成
11
年　

�

第
30
回
松
岡
貞
総

賞
（
醍
醐
社
賞
）

受
賞

平
成
16
年　

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌

大
会
特
選
。
テ
レ

ビ
出
演

「「
海
」
と
い
ふ
音
を
聴
く
さ
へ

憧
る
る
信
濃
の
山
の
ま
た
山
に

し
て
」

平
成
17
年　

�

歌
会
始
入
選
。
当

時
の
平
成
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
と
対

面
す
る

�「
少
し
づ
つ
歩
幅
を
拡
げ

歩
み
を
り
け
ふ
は
マ
ロ
ニ
エ
の

咲
く
道
に
来
ぬ
」

　

私
が
み
よ
子
さ
ん
と
出
会
っ

た
の
は
、
平
成
21
年
の
原
新
田

区
文
化
祭
に
て
独
自
に
短
歌
を

展
示
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
短
歌
を
始
め
た
ば
か
り
の

私
を
熱
心
に
お
誘
い
し
て
く
だ

さ
り
、
の
ち
に
原
新
田
短
歌
会
、

塩
尻
文
芸
の
会
へ
入
会
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

塩
尻
の
短
歌
に
関
係
す
る
多
く

の
方
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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車
椅
子
の
吾
い
ま
空
を
翔
ぶ
」

平
成
11
年　

�

第
30
回
松
岡
貞
総

賞
（
醍
醐
社
賞
）

受
賞

平
成
16
年　

�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌

大
会
特
選
。
テ
レ

ビ
出
演

「「
海
」
と
い
ふ
音
を
聴
く
さ
へ

憧
る
る
信
濃
の
山
の
ま
た
山
に

し
て
」

平
成
17
年　

�

歌
会
始
入
選
。
当

時
の
平
成
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
と
対

面
す
る

�「
少
し
づ
つ
歩
幅
を
拡
げ

歩
み
を
り
け
ふ
は
マ
ロ
ニ
エ
の

咲
く
道
に
来
ぬ
」

　

私
が
み
よ
子
さ
ん
と
出
会
っ

た
の
は
、
平
成
21
年
の
原
新
田

区
文
化
祭
に
て
独
自
に
短
歌
を

展
示
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
短
歌
を
始
め
た
ば
か
り
の

私
を
熱
心
に
お
誘
い
し
て
く
だ

さ
り
、
の
ち
に
原
新
田
短
歌
会
、

塩
尻
文
芸
の
会
へ
入
会
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

塩
尻
の
短
歌
に
関
係
す
る
多
く

の
方
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

ふ
る
さ
と
探
訪

第
73
号

　　　
　
広
丘
駅
と
広
丘
商
店
街
㈡�

�

～
写
真
が
語
る
昭
和
百
年
戦
後
80
年
～

　
写
真
と
図

は
社
会
科
資

料
集『
広
丘
』

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
昭
和

56
年
当
時
の

広
丘
商
店
街

で
す
。
駅
開

業
か
ら
50
年

を
迎
え
る
前

の
様
子
が
わ

か
り
ま
す
。

駅
前
通
り
南
側
の
商
店
街
で
す
。
高
ボ
ッ
チ

が
奥
の
方
に
、
広
丘
駅
も
少
し
見
え
ま
す
。

　
二
階
に
は
特
色
あ
る
店
の
看
板
が
掲
げ
て

あ
り
、
店
入
口
に
は
横
文
字
で
店
の
名
前
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。
駅
前
に
で
き
た
店
は
軒

を
並
べ
、
看
板
が
競
う
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
様
子
は
商
店
街
へ
と
大
き
く
発
展
し
て

き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
広
丘
駅
が
で
き
、
駅
か
ら
西
へ
の
道
路
と

野
村
か
ら
駅
へ
の
道
が
で
き
ま
し
た
。
図
の

右
下
か
ら
の
三
州
街
道
と
左
下
か
ら
の
善
光

寺
街
道
が
駅
か
ら
の
道
と
交
わ
り
ま
し
た
。

商
店
街
は
駅
前
通
り
を
中
心
に
、
江
戸
時
代

か
ら
の
二
つ
の
街
道
に
そ
っ
て
、
南
北
に
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
開
業
か
ら
20
年
経
っ
た
昭
和
29
年
、
駅

前
に
は
飲
食
店
と
青
果
店
が
各
4
軒
、
自
転

車
・
理
容
・
食
料
品
・
ラ
ジ
オ
・
洋
服
仕
立

て
が
各
2
軒
、
雑
貨
・
魚
・
茶
・
履
物
・
た

ば
こ
・
茶
・
写
真
・
時
計
な
ど
各
1
軒
の
合

計
33
軒
の
商
店
が
あ
っ
た
こ
と
を
丘
中
学
校

生
徒
古
厩
昌
行
さ
ん
は
「
郷
土
の
研
究
―
広

丘
駅
前
通
り
―
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
29
年
丘
中
学
校
「
交
友
」）

　
古
厩
さ
ん
の
研
究
か
ら
25
年
後
の
様
子
が

「
広
丘
商
店
街
の
図
」
に
な
り
ま
す
。
図
に

は
１
０
１
軒
の
◯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
駅
開
業
に
よ
っ
て
で
き
た
駅
前
通
り

に
あ
り
、「
食
堂
、料
理
屋
」
が
21
軒
と
な
っ

て
い
ま
す
。
駅
の
利
便
性
を
活
用
し
た
店
の

姿
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
く
の

が
衣
料
品
、
食
料
品
店
で
合
計
21
軒
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
29
年
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
本
・
文
具
お
も
ち
ゃ
店
が
5
軒
、
ス
ー

パ
ー
5
軒
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
開
業
前
の
昭
和
8
年
1
月
に
三
澤
自
転

車
商
会
が
、
15
年
に

シ
ミ
ズ
理
容
店
が
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

戦
後
の
21
年
に
シ
ミ

ズ
電
機
と
マ
ル
カ
三

村
商
会
が
駅
前
に
で

き
ま
し
た
。

　
古
厩
さ
ん
は
「
23

年
2
軒
、
24
年
2
軒
、

25
年
5
軒
、
26
年
10
件
、
27
年
7
軒
、
28
年

4
軒
」
の
店
が
で
き
た
こ
と
を
研
究
で
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
初
め
頃
、
善
光
寺
街
道
と
三

州
街
道
が
交
差
す
る
場
所
に
原
新
田
は
で
き

ま
し
た
。「
追
分
」
か
ら
北
に
街
道
を
沿
っ

て
家
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
校
に
あ
る

明
治
の
初
め
頃
の
絵
図
で
す
。
追
分
か
ら
北

に
家
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
原
新
田
関
係
で
明
治
・
大
正
期
に
開
業
し

た
店
は
『
塩
尻
商
工
名
鑑
昭
和
54
年
版
』
に

次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年　
　
　
上
島
屋
タ
バ
コ
店

明
治
30
年
1
月　
イ
ワ
サ
理
容
所

明
治
44
年
1
月　
た
ま
り
や

大
正
3
年
1
月　
ツ
タ
モ
商
店

大
正
5
年
1
月　
矢
島
屋
商
店

　

上
島
屋
タ
バ
コ
店
は
追
分
に
、「
た
ま
り

や
」
は
小
学
校
前
に
あ
り
、
タ
バ
コ
の
ほ
か

菓
子
類
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
追
分
の
北
に

ツ
タ
モ
商
店
と
矢
島
屋
商
店
は
並
ん
で
あ
り

ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
同
じ
場
所
で
開
業
し
た

二
つ
の
店
、「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
で
取
上
げ

る
に
あ
た
り
、
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

�

（
太
田
秀
保
）
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区 世帯数 男 女 計

原新田 1,912 1,983 1,961 3,944

堅　石 1,043 1,243 1,271 2,514

郷　原 695 742 708 1,450

野　村 2,867 2,947 2,677 5,624

計 6,517 6,915 6,617 13,532

塩尻市 29,392 32,531 32,417 64,948

世帯数と人口
（令和７年10月１日現在）

　
長
く
厳
し
い
暑
さ
が
続

い
た
今
年
の
夏
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
公
民
館
の
活
動

を
盛
り
あ
げ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
多
く
の
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、

公
民
館
報
で
は
活
動
の
様
子
を

よ
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
写
真
を
載

せ
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
広
丘
地
区
の

産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
季
節
の
彩
り

を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
表
紙

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
館
報
に
対
す
る
感
想
や
意
見
、

提
案
を
公
民
館
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

�（
編
集
委
員
長
　
本
木
　
英
敏
）

編集
後記

原新田　野沢菜漬け教室
　美味しい野沢菜漬けに挑戦してみませんか？ 
初心者歓迎！ 参加お待ちしています。
日 時 �12月７日（日） 

●第１部　午前９時～ 
●第２部　午前10時半～� （２部制）

場 所 原新田公民館

郷 原 　親子しめ縄作り
　今年も新米の「稲わら」でしめ縄作りの講習会
を行います。本来なら大人たちが習得し、その技
術を子どもたちに伝承したいのですが…。見せろ、
ハンドパワー！ サプライズが有るかも？
日 時 12月７日（日）午後１時～
場 所 郷原公民館� ※区民会館とは異なります。

野 村 　星空観察会
　毎年恒例の星空観測会を塩尻星の会の協力の
元、今年も開催します。昨年はあいにくの空模様
で、屋外での星空観察会を行えませんでしたが、
今年は天候に恵まれますように。
日 時 11月９日（日）午後６時～８時
場 所 野村公民館、観察会場は野村グラウンド

堅 石 　しめ縄づくり講習会
　地域の伝統文化継承企画。地区在住の講師が基
本のごぼう締めやおちょこなどの作り方を教えま
す。区民優先ですが区外からも参加可能です。詳
細はお問い合わせください。
日 時 12月７日（日）午前９時～
場 所 堅石区民センター

分館の活動は「４分館フェイスブック」でもご覧いただけます（URL は表紙参照）

分館イベントこの秋冬の推し満載
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